SURGICAL REPORT

Patient's name：



Diagnosis for surgery: 左手根管症候群

Surgical procedure: 鏡視下手根管開放術（ECTRA使用）

Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist:



Method of anesthesia: 局所麻酔下（1.0% キシロカイン　5+2cc）
Duration of surgery: 

Blood loss:


Blood transfusion: 

Transfusion:   ml

Amount of urination: ml


Surgical finding and process :

　1.0% キシロカイン　5ccで皮切部に局所麻酔を行った。エスマルヒで駆血後、ターニケットの圧を250mmHgに維持して手術を開始した。近位手首皮線から10mm中枢の長掌筋腱のすぐ尺側に幅10mmの横皮開を加えた。皮下の脂肪組織を鈍的に展開して前腕筋膜を剖出した。長掌筋腱を橈側に避けて前腕筋膜を鈍的に剥離し、直下の正中神経を確認した。Blunt curved dissectorを有鉤骨鉤の橈側を滑らせるようにして挿入した。手関節を背屈してDissectorの先端がKaplan主線と中環指間部の延長線の交点に触知することを確認した。尖刃で皮膚に縦切開を加えてdissectorを貫通させた。次にDissector 越しにslotted cannulaを中枢側から手根管内に挿入した。30度斜視鏡で鏡視して手根管内を観察した。術野に屈筋腱や正中神経、動脈の拍動が無いことを確認した。Cannulaをやや尺側に向けて中枢側からretrograde knifeを挿入して手根管出口部から横手根靭帯を切離した。表層の脂肪組織が手根管内に落ち込んできたことを鏡視して確認した。probeで横手根靭帯を完全に切離していることを確認した。生食500mlで創部を充分に洗浄した。皮膚を3-0 ナイロンで縫合して手術を終了した。
